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多様な人と協働する力は一層重要に

労働政策研究・研修機構「多様な働き方の進展と人材マネジメントの在り方に関する調査」（2018年）

この５年間で、性別、年齢、国籍、雇用形態、職種など職場の人材の多様化
が進んだという企業は約５割。５年先はさらに多様化が進む見通しだ。多様
な人材とチームを組み働く社会で活躍するには、高校時代から学校行事や
探究学習等で年齢や立場の異なる人と協働する力を育むことが大切だ。

［職場の人材の多様化の状況］

■多様化が大幅に推進　■多様化がやや推進　■変わらない
■一様化がやや推進　■一様化が大幅に推進　■無回答

多様化推進


